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愛知県から加子母へ移住して２年
山下貴大
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加
子
母
と
の
出
会
い

名
古
屋
の
大
学
で
教
育
過
程
を
学
ん

で
い
る
時
に
、
先
輩
か
ら
「
ア
イ

チ
カ
ラ
」
の
活
動
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
子
ど
も
達
と
関
わ
れ
る
い

い
機
会
だ
し
学
生
主
体
で
運
営
し
て

い
る
こ
と
に
も
興
味
を
持
ち
、
友
人

と
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
し
て
み
た

ら
、
学
生
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍

し
て
い
て
、
自
分
と
同
学
年
で
も
で

き
る
ん
だ
な
ー
と
、
そ
う
な
り
た
い

と
思
っ
て
、
キ
ャ
ン
プ
に
は
七
回
参

加
し
ま
し
た
。
人
と
た
く
さ
ん
知
り

合
っ
て
、
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く

自
分
の
気
持
ち
を
正
直
に
話
し
た
り

相
手
の
考
え
を
受
け
入
れ
た
り
、
人

と
の
関
わ
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

※
ア
イ
チ
カ
ラ
：
東
日
本
大
震
災
を

機
に
前
身
団
体
「
愛
チ
カ
ラ
」
を
設

立
し
た
後
、二
〇
一
三
年
九
月
に「
一

般
社
団
法
人aichikara

」
と
し
て

活
動
。
被
災
し
た
子
ど
も
達
の
「
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
」
を
加
子
母

で
開
催
し
て
い
る
。

杣
に
憧
れ
て

将
来
ス
ー
ツ
で
仕
事
を
し
て
い
る
自

分
が
想
像
で
き
ず
、
自
然
の
中
で
体

を
動
か
し
て
働
き
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ア
イ
チ
カ
ラ
の
代

表
に
「
ト
マ
ト
は
ど
う
？
」
勧
め
ら

れ
、
四
年
生
の
時
ワ
ー
ホ
リ
と
し
て

加
子
母
で
ト
マ
ト
農
家
へ
体
験
に
行

き
ま
し
た
。
卒
業
後
い
き
な
り
の
農

家
経
営
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
た

時
、「W

ood jpb

（
ウ
ッ
ド 

ジ
ョ

ブ
）」
と
い
う
映
画
を
見
ま
し
た
。

劇
中
で
は
、
仕
事
の
合
間
に
す
ご
く

い
い
景
色
の
中
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん

だ
り
、
鹿
を
さ
ば
い
て
食
べ
る
シ
ー

ン
が
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
暮
ら
し
が

自
分
に
合
っ
て
い
る
と
思
い
、
森
林

組
合
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

田
舎
暮
ら
し
が
好
き

実
家
の
す
ぐ
裏
が
山
で
、
餅
つ
き
を

す
る
時
に
は
祖
父
が
山
か
ら
薪
を

取
っ
て
き
ま
し
た
。
身
近
に
木
の
あ

る
暮
ら
し
だ
っ
た
の
で
、
木
の
匂
い

は
安
心
し
ま
す
。
都
会
に
住
み
た
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
。
常
に
人
混
み
な

感
じ
が
ス
ト
レ
ス
で
。
夜
で
も
明
る

い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
。
夜
は
カ
ー

テ
ン
開
け
て
も
真
っ
暗
で
夏
は
カ
エ

ル
の
声
が
聞
こ
え
な
い
と
寂
し
く

て
。

山
の
美
し
さ
に
「
最
高
ー
」

現
場
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
も

そ
も
危
な
い
仕
事
な
の
で
常
に
気
を

つ
け
て
や
っ
て
い
ま
す
が
、
気
を
つ

け
る
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
っ
て
危
険
回

避
が
で
き
る
と
、
よ
し
よ
し
、
と
。

山
で
は
動
物
に
い
っ
ぱ
い
会
っ
て
楽

し
い
で
す
。
枯
れ
松
の
皮
を
剥
い
た

ら
手
の
ひ
ら
に
乗
る
く
ら
い
の
毛
玉

が
あ
っ
て
、
つ
つ
い
た
ら
冬
眠
中
の

ヤ
マ
ネ
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
は
、
山
の
上
の
方
は
紅
葉
が
す
ご

く
綺
麗
で
す
。

ち
ょ
う
ど
帰
る
頃
、
夕
日
が
差
し
て

い
い
感
じ
で
す
。
今
の
仕
事
の
特
権

だ
と
思
い
ま
す
。
満
た
さ
れ
た
気
持

ち
で
「
最
高
ー
」っ
て
。

趣
味
は
カ
メ
ラ

カ
メ
ラ
が
好
き
で
す
。
加
子
母
で
感

動
し
た
場
所
は
、乙
女
渓
谷
の
氷
瀑
。

滝
が
凍
る
と
い
う
こ
と
が
実
際
見
て

も
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
透
明

な
水
が
凍
っ
て
い
る
の
に
水
色
で
、

ア
ニ
メ
の
世
界
み
た
い
だ
と
思
い
ま

し
た
。

先
日
の
イ
ベ
ン
ト
「
明
治
座
キ
モ
ノ

日
和
」
で
、
カ
メ
ラ
マ
ン
を
初
体
験

し
ま
し
た
。
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で

山下貴
たかひろ

大さん（24）

今
回
は
、
愛
知
県
か
ら
加
子
母
へ
移
住
し
て
二
年
目
、
森
林

組
合
に
お
勤
め
の
山
下
貴
大
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
で
き

れ
ば
ひ
っ
そ
り
静
か
に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
山
下
さ
ん
。
加

子
母
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

愛
知
県
か
ら
加
子
母
へ

移
住
し
て
２
年

す
。
ち
ゃ
ん
と
「
撮
り
ま
す
ね
」
っ

て
言
っ
て
人
を
撮
る
、
と
い
う
経
験

が
あ
ま
り
な
く
て
。
構
図
も
表
情
も

完
璧
な
の
に
カ
メ
ラ
の
設
定
で
撮
り

こ
ぼ
し
た
悔
し
い
写
真
も
あ
っ
て
、

課
題
も
み
え
ま
し
た
。
自
分
一
人
で

何
か
を
提
供
す
る
体
験
は
初
め
て

で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
て
良
か
っ
た

し
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お
客
さ
ん
と

は
違
う
視
点
か
ら
見
る
楽
し
み
も
あ

り
ま
し
た
。
今
後
も
や
っ
て
み
た
い

で
す
。

山下貴大
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からしお吟社

加子母の
赤ちゃん

短
　
歌	

布
団
干
し
部
屋
いっ
ぱ
い
の
陽
の
匂
い
今
宵
は
夢
で
誰
に
会
え
る
か	

片
田	

百
合
子

俳
　
句	

炎
天
の一本
道
や
バ
イ
ク
消
ゆ	

今
井	

英
雄

川
　
柳	

疑
問
詞
を
載
せ
て
新
聞
配
ら
れ
る	

橘	

三
花（
橘
田
拙
夫
）

2018 年度 2019 年度
男 女 男 女

4月 0 1 0 0

5月 0 0 ０ ０

6月 ０ ０ ０ ０

7月 １ 1 ２ ０

8月 2 2 0 0

9月 1 0 1 １

10月 1 0 0 0

11月 0 0 0 0

12月 0 0

1月 0 2

2月 0 0

3月 0 1

計 5 7 3 １
（令和元年９月１８日現在）
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佐野智哉のNOTE

TOPICS 『加子母地区社会福祉推進協議会・子育て支援』
加子母地区社会福祉推進協議会では、加子母地区の満一歳児を地域の方々に紹介する

ことで少子化の現実を知っていただき、地域全体で見守り、子育て支援ができることを目

的に、昨年度より始めさせていただいております。加子母地区においては、少子化の波が

激しく押し寄せているのが現状です。ここで掲載されるお子様たちを見かけましたら、気

軽に声を掛けていただくようお願い致します。

尚、昨年度写真撮影をされていない、満 3 才児までのお子様がいらっしゃいましたら、「く

るりんぱ（コミュニティセンター内）」まで写真撮影を兼ねてお越し下さい。

9 月に発生した台風 15 号が大きく爪痕を残したまま、19 号の猛威により各地に甚大

な被害をもたらしました。更に追い討ちをかけるかのように局地的集中豪雨に見舞わ

れ、今後の被害の拡大が懸念されます。大勢の尊い命が奪われ、家や町も壊滅的となっ

た被災地の映像に衝撃を受け、とても胸が痛みます。 

 いつ起こるか分からない自然災害。行政も混乱する中、命を守るには一人一人が正し

い防災知識を持ち、備えることの必要性と共に、地域の協力こそが被害を少なくする

鍵の一つになるようです。つまり、大切なのは日頃からの地域の繋がり…。 

 まさに、加子母の人はずっと人の繋がりや伝統を大切にしてきたのではないでしょう

か。だから、ここで育った子供達は ( 元子供達も )、地元愛に溢れていますよね。

中桑原区　青少年健全育成推進委員　田口光子

COLUMN

「岐阜県警コンクール 犯罪被害防止標語」
加子母中 2 年の宮本 果音さんが 銀賞！

ー あいさつで 広がる笑顔 地域の輪 ー

先月、中津川署で表彰式がありました。村瀬警察署長は、「理解しやすく、伝わりやすい」

と評価されたそうですが、果音さんの標語は 一度読めば スッと分かりますね。

加子母では、小学校から 積極的にあいさつすることを 、習慣となるよう心がけてい

ます。登校下校時など、すれ違う大人達との あいさつは ごく当たり前の事ですね。

果音さんが 「言葉が すーっと頭に 思い浮かんだ」というのも、日常の暮らしの風景

が広がったということでしょう。

人との繋がりが できていれば、犯罪や 被害の種も 、早い段階で気づきあえます。「助

け合う、気づき合う」 それが 平穏な暮らしを支える大切なところなんですね。

・・・おはよう・こんにちわ・こんばんわ・またね・・・

何気ない 小さなあいさつの一言は、爽やかかな風が通り過ぎた心地がします。それは

「助け合う・気づき合う」の始まりですね。 

あいさつは 笑顔を生み、それは 人との繋がりを作り、 加子母に暮らす 私達の輪と 

広がっていく・・

ひと言の 軽いあいさつ ー もっとしてみませんか？

岩
いわさき

崎 はるちゃん（上桑原区）

平成 30 年 4 月12 日生まれ

お父さん： 岩崎 俊成さん

お母さん： 岩崎 つばささん

水
み ず の

野 蒼
そ う し

士くん（角領区）

平成 30 年 8 月 9 日生まれ

お父さん： 水野 剛臣さん

お母さん： 水野 幸那さん

青
あ お き

木 壯
そうじゅ

樹くん（小郷区）

平成 30 年 8 月 31日生まれ

お父さん： 青木 大樹さん

お母さん： 青木 薫さん

兼好法師が徒然草に書き残した「家の作りやうは、夏をむねと

すべし」という一節に代表されるように、古い家は寒いのが当

然ですよね。夏は開放的で広く、冬は小さく縮こまって暮らすス

タイルも悪くないとは思いつつも、やっぱり温かいに越したこと

はないですよね。

僕も冬は主に一部屋のみを暖房器具で温めて生活していますが、

これからさらに寒くなってくると、どんどん縮こまり一部屋だっ

たのがこたつの中へ、結局はどんどん厚着もして身動きが取れ

なくなってしまいそうです。暖房の熱もすぐに逃げてしまうから、

朝になると布団からもなかなか抜け出せません。来年こそは、

断熱をするぞ！と布団にこもりながら意気込むのでした。

今年も寒い季節となってきました。

TOPICS
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お持ち帰りも好評です！

こざと

Tel: 79-3618
（サブロクジュウハチ）

定休日 月・火曜日

小郷 けいちゃんの

編集長／秦編集後記

加子母の美味しい料理や昔の料理など教えてください。
福井やよい ☎ 0573-79-2627

かりんジャム
かりんの木はお金を借りないと言って家の前に植えて
ありました。よこサンショウは家の横にサンショウの木を
植える。昔の人からよく聞いていたな～　( 笑)
福岡の田口さんがかりんジャムに教えてもらってからよ
く作ります。咳どめになり、ピンク色で綺麗。絶品です。

作り方
①熟成かりんの皮をむき、5㍉ぐらいのいちょう切りにす
る。
②土鍋にかりんを入れ、ヒタヒタぐらいに水をいれて、
20 分煮る。
③ピンク色の水ができたら、裏ごしをして㌘を計る。水
の4 割のｸﾞﾗﾆｭー糖を入れて煮詰める。
ジャムのようになれば出来上がり。
湯に入れて飲んだり、パンに塗っていただきます。
いろいろな作り方あります。挑戦してみてください。
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Editors
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カメムシが多いから今
年は雪が多いといいま
すが、 なんだか 毎 年
言っているような気も
します。
気密 性の高い家なら
入ってこないかもしれ
ませんが、 隙 間だら
けの家だとどこかから
入ってきて臭います。
ヒーターに入り込んで
いたりすると部屋全体
がモワッと喉がイガイ
ガするような臭いが充
満！寒いのに窓を全開
なんてことに。
あの臭いは油性なの
で、水では落ちません。
食器用洗剤なら落ちる
そうです。
揮発 性なのでドライ
ヤーの風と熱で蒸発さ
せれば臭いはなくなる
そうですが…。
来月の特集は「カメム
シ」かな？
今月号に載せられな
かったカメムシの小ネ
タがひとつありますが、
ナメクジに詳しい人は
いたけどカメムシに詳
しい人いるかな。

ニ ワ デ ン
（一財）岐阜県消防設備協会会員

消火器の点検、販売、廃
棄処分ご相談ください。
悪質な消火器の
訪問販売にご注意を！

Tel. 79-2285

１１月９日（土）に家族参観を行ないました。午前と午後に別れてビーズと積木のワークを楽しみました。この取り組みは、命

の教育の一環として何年も続いています。岐阜市より童具館わくわく創造アトリエ講師の豊田さんに来て頂いて１万個の積木

やビーズで遊びます。午前は２歳児、３歳児の親子でビーズを使って転がしたり、ビーズの川を泳いだり、たらいに乗って流れ

たりして遊びました。午後は４歳児、５歳児が積木を使って親子でいろんなものを作りました。普段、仕事や家事で忙しいお

家の方も子どもも一緒に木のぬくもりに包まれて思い切り遊んで楽しい時間を過ごしました。

【加子母・付知子育て支援センター くるりんぱ】

●子育てひろば　クリスマス会

・１２月１９日（木）加子母ふれあいコミュニティセンター　午

前１０時～受付、１０時半スタート！　今月はクリスマス会を

行います！楽しい劇や催し物を準備しています。一緒に楽しみ

ましょう！

参加費５０円をお願いします。サンタさんがやってくるかも…！

●年齢別広場　

今月はお休みです

●おしゃべりカフェ＋子育てサロン

・１２月２５日（水）加子母ふれあいコミュニティセンター　

１０時～１４時３０分までお弁当を持ってきて食べることができ

ます♪お子さんの飲み物はお持ちくださいね。

【加子母保育園　かしもっこ広場】

●今月はお休みです。

【乳幼児学級 すくすく】

クリスマス用のリースを作ろう

日時：１２月４日（水）１０：００～１１：３０（９：

５０受付開始）

場所：加子母ふれあいコミュニティーセンター く

るりんぱの部屋

★乳幼児学級の申し込みは、加子母総合事務所

（0573-79-2111）まで★

１１月４日 ( 月 ) に名古屋城天守閣御用材裏木曽奉納祭に参加してきました。全校で名古屋城に奉納する檜の大木を総合事

務所まで引きました。当日は、河村名古屋市長、青山中津川市長さんも参加されました。たくさんの報道陣に囲まれる中、貴

重な体験ができました。

小・名古屋城天守閣御用材裏木曽奉祝祭

保・家族参観

乳・

CHILD　かしもっ子FOODS

小

小

保

保 乳中

かしも食堂

昔から伝わる絶品料理を紹介！
食には文化があらわれる。

名古屋工業大学

の OB が、企画・

制作をし明治座

の客席で展示を

行いました。OB

の子は仕事が終

わってから夜な夜

な準備をし、彼は大阪に住んでいたので、そ

の都度大阪から加子母に通ってました。卒業

してもこうして通っている姿をみて、自分もそ

うだったなぁと、（一緒にするな！と言われるか

もしれません笑）思い出してました。催しをす

る際は無理難題も親身になって答えてくれる、

加子母の皆さんに自分も救われてました。な

ので、今回は自分も ..! と思い、加子母の皆

さんにやってもらったことを返せるように動い

てみました。加子母に滞在したことのある学

生・OBOG 同士でこういったバトンが繋がっ

ていけば、大学で関わることがなくなった人も

また加子母で活動がしやすくなると思います。

自分はバトンを渡す 1人として恩返しをしてい

ければいいなぁなんて思ってました。

中

明治座にて
『かしものいきもの展』を
開催しました！

C OLUMN

ふれあいの館にかりんが

籠に入って置いてありました。
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『第４４回文化祭』＆『第１３回図書まつり』が開催されました
１０月２７日（日）、文化祭が加子母公民館で、図書まつり
が図書室で開催されました。
文化祭では、今年も地域の各団体の皆さんが、ステージで
も展示でも日頃の練習やお稽古の成果を十分に発揮され、
どのステージも堂 と々素晴らしい発表でした。２回行われた
くじ入り餅投げは大勢の方で賑わいました。出演者の皆さん、
また来年に向けて頑張ってくださいね。
また、図書室では図書まつりが開催されました。クイズラ
リーなど楽しいプログラムいっぱいの図書まつりとなりまし
た。カフェコーナーも人気があり、たくさんの方が来場され
ました。図書室では、木育として木製のおもちゃが入りました。
畳コーナーと併せて、ますますお子さんにも楽しんでいただ
ける図書室となっていますので、みなさんぜひお越しください。

『立志式・合唱祭』が開催されます
１２月７日（土）、中学生による立志式と合唱祭が開催されます。中学３年生による立志式では、
将来の夢や想いなどが発表されます。また、合唱祭では各学年が練習の成果を発表します。ど
なたでもご来場いただけますので、ぜひ、子どもたちの応援にお越しください。
◆１２月７日（土）　ささゆり会館１Ｆホール　・９時～立志式　終了後合唱祭

図書室だより
【１２月おすすめ図書】
■嫁の遺品整理は迷惑です（著　垣谷美雨）
独り暮らしの姑が亡くなり、遺品整理をしようとする嫁の望登子はあまりの物の多さに立ちすく
むばかり。誰もが直面する問題をユーモラスに描いた長編小説です。

■世界でいちばん素敵な建築の教室（監修　田所辰之助／川嶋勝）
世界の美しい名建築・美麗な写真とともに建築に関する疑問をＱ＆Ａ形式で解説された本です。

■ちょこっと手作り！ペットボトルキャップこもの（編集　高橋ひとみ）
飲み終わったら処分してしまう「ペットボトルキャップ」が、かわいいいエコ雑貨に大変身！すぐ
に作れるキャップこもの全１４６点と作り方が紹介された本です。

■空飛ぶくじら部（著　石川宏千花）
空飛ぶくじらに吸いこまれて、さまざまな時代のいろんな世界へタイムスリップする中学２年男
女２人の冒険ファンタジーです。

■いっぽんのきのえだ（作　コンスタンス・アンダーソン）
「一本のきのえだ」を動物たちがクリエイティブに使うようすから自然のふしぎと想像のよろこび
を感じられる絵本！動物たちのいきいきと描かれた表情も魅力です。

加子母の人口と世帯数（令和元年11月1日現在） 世帯数：972世帯　男：1,352人　女：1,402人　計：2,754人

このページでは、加子母総合事務所からみなさんへ、地域に密着した情報をお知らせします。
みなさんの身近な地域情報をお寄せ下さい。    (加子母総合事務所:0573-79-2111まで）

こちら総合事務所です１２月の行事予定
1 日
2 月【保育園】年長組個別懇談会

3 火

くるりんぱ開放日（加子母）
３歳児健診（受付 12：45 ～ 13：00）付知会場

【保育園】年長組個別懇談会
【中学校】１年生合唱祭リハーサル
軽トラ朝市推進委員会（10 ～）　
人権相談所（13:30 ～ 15:30）

4 水

【保育園】年長組個別懇談会
【中学校】２年生合唱祭リハーサル
乳幼児学級（10 ～）
青少年健全育成拡大会議（19:30 ～）

5 木
くるりんぱ開放日（加子母 & 付知）

【中学校】３年生立志式・合唱祭リハーサル

6 金
くるりんぱ開放日（加子母）
乳幼児なんでも相談 ( 受付 9：30 ～ 10：30）

【中学校】合唱祭準備・リハーサル
7 土【中学校】立志式・合唱祭（9 ～）

8 日
【中学校】トヨタ紡織駅伝　
大型・有害ごみ（9 ～ 13）　
軽トラ朝市（9 ～ 12）

9 月
【保育園】身体測定
【中学校】振替休業日

10 火

くるりんぱ開放日（加子母 & 付知）
【小学校】個別懇談　
行政相談日（13:30 ～ 15:30）　
民生児童委員協議会定例会（19:30 ～）

11 水

くるりんぱ開放日（加子母）
２歳児歯科健診・相談 ( 受付９：00 ～９：10）

【保育園】避難訓練・消防署による煙体験
【小学校】個別懇談

12 木
BCG 予防接種 ( 受付 13：00 ～ 13：15）付知会場

【保育園】誕生日会
【小学校】個別懇談

13 金
くるりんぱ開放日（加子母）

【小中学校】小中子ども会
14 土
15 日 不燃・硬質・資源ごみ（16 ～ 17）

16 月
くるりんぱ開放日（加子母 & 付知）

【小学校】個別懇談

17 火
くるりんぱ開放日（加子母）

【保育園】ＡＬＴ訪問
18 水 農事改良組合長会議（19:30 ～）

19 木

くるりんぱ開放日（加子母）& クリスマス会
３か月児健診（受付 12：45 ～ 13：00）付知会場

【保育園】クリスマス会
【中学校】後期中間テスト　
区長会（14:30 ～）

20 金【中学校】大掃除・ワックスがけ
21 土
22 日
23 月 くるりんぱ開放日（加子母 & 付知）
24 火【保育園】中学 3 年生と餅つき・門松立て
25 水 くるりんぱ開放日（加子母）＆おしゃべりカフェ

26 木
くるりんぱ開放日（加子母）

【小学校】終業式
【中学校】長期休業前集会

27 金 公民館・図書室年末年始休館（～ 1/5 まで）
28 土 総合事務所閉庁（～ 1/5 まで）
29 日
30 月
31 火 越年マラソン（23:30 ～）


